
　
私
た
ち
が
生
活
な
ど
で
使
っ
た
水
は
海
へ

と
流
れ
、
蒸
発
し
て
雲
と
な
り
、
雨
と
な
っ

て
地
上
に
降
り
注
ぎ
、
川
を
流
れ
て
、
再

び
私
た
ち
の
も
と
へ
。
水
は
こ
う
し
て
循
環

し
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
資
源
だ
か
ら
こ
そ
大
切
に
使
い
、

き
れ
い
な
状
態
で
循
環
の
「
輪
」
に
返
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
田
原
市
で
は
、
主
に
公
共
下
水
道
と
農

業
集
落
排
水
に
よ
っ
て
生
活
排
水
な
ど
を

処
理
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市
の
大
部

分
の
地
域
で
接
続
可
能
と
な
っ
て
い
る
下
水

道
の
し
く
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
下
水
道
課
☎
23
局
３
５
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５

　
い
ま
や
容
易
に
手
に
入
る
と
錯
覚
し
て

し
ま
い
そ
う
な
「
水
」。
私
た
ち
の
手
に

届
く
ま
で
に
は
、
豊
川
用
水
通
水
へ
の
先

人
の
努
力
や
、
水
源
林
の
保
全
を
は
じ
め

と
す
る
上
流
域
の
方
々
の
苦
労
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ
り
ま
す
。

　
今
こ
こ
に
水
が
あ
る
こ
と
の
尊
さ
を
感

じ
な
が
ら
大
切
に
使
い
、
そ
し
て
、
き
れ

い
な
状
態
で
海
に
返
し
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
で

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る

と
、
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な

汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
水
洗
便
器
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
紙
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
乳
幼
児
用
お

し
り
ふ
き
な
ど
）
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

•
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、

天
ぷ
ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

•
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高

い
危
険
物
は
、
下
水
道
管
の
中
で
爆

発
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
絶

対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

家庭で使った水は、下水道管に流れ込み、下水
処理場へ送られます。下水道は汚水を貯めずに
流せるため、街に汚水が
直接流れず衛生的です。

流入ポンプ棟 最初沈殿池 最終沈殿池
塩素混和池
揚水ポンプ棟反応槽

下水処理場に集まった水は、いろいろな処理をされ、きれいになって川や海に戻されます。処理は①沈め
る②微生物が食べる③消毒するが主なものです。水から取り除かれた汚泥は、肥料や燃料、レンガ・タイ
ルの原料などにリサイクルされます。

下水道のしくみ
汚水管

雨水管

流
入
水

処理水

流入水 反応槽 最終沈殿池

汚泥 汚泥

生汚泥

処理水

微生物が汚れを
食べたり、くっつ
けたりします。

微生物は汚れと
ともに沈みます。

汚泥処理施設へ
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水
は
循
環
し
て
い
る

水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う


